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６ ESD コンソーシアム構想  
ESD の推進拠点であるユネスコスクールは、「環境、国際理解、エネルギー、防災、平和、福
祉、人権等の社会の様々なテーマ」に丁寧に向き合っていく必要がある。そこで大切になるのが、
人や社会との関わりである。多摩市では、「地（地域）・産（企業）・学（大学）・官（行政機関）」
との連携をユネスコスクール推進の柱とし、コンソーシアム(連合体)的な発想を大切にしてい
る。ESDは「持続可能な社会の担い手づくり」であることから、子どもの成長を支える大人たち
のかかわりが不可欠であり、「地・産・学・官」との連携の中で子どもたちを育てていこうとす
る流れが自然に生まれてきた。ESDコンソーシアムは毎年実施している ESD の実践発表の場「子
どもみらい会議」の企画にもつながっている。また、こうした取り組みが、地域のお年寄りや NPO
が学校に入るきっかけになったり、CSR（企業の社会的責任）
提供の場となったり、大学と教育委員会が協働で研究を進め
るきっかけになったり、ACCU 等との連携により、海外との交
流が盛んになったりと、効果が相乗的に現れている。ESD コン
ソーシアムを立ち上げ、様々な方々や機関から多くの人的・物
的な支援が得られるようになったことで、ESDの予算が最小限
に抑えられ、ESD施策への財政当局の評価も高い。 
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７ 求められる教育の情報化と英語教育 
 ESDの推進拠点である 26校のユネスコスクールには、課題
解決のための情報の収集･編集･発信を行うツールとして、タ
ブレット端末（iPad）とテレビ会議システムを導入した。ま
た、海外のユネスコスクールとの交流やグローバル化する世
界の動向を踏まえて、子どもたちに話す力を中心とした英語
力を育成するために、オンライン英会話、G-TEC 検定、英会
話教室の校内導入を行い、『日本一英語の話せる児童・生徒の
育成』を目指している。 
 
  
